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技術⼠⼀次試験基礎科⽬ この問題が難しい R01 再 写像ｆ：A×B→C 
 
令和元年再試験 

 
 
写像という⾔葉は意味は分かるが普段はあまり聞きなれない⾔葉だ、しかし実際にはこの
概念はあちこちで使われていることは間違いがない、例えば有限要素法のアイゾパラメト
リック要素。これも写像の⼀つだ。 
 
アイソパラメトリック要素は複雑な要素領域を規準領域に写像して要素内積分を規準領域
で⾏う⽅法です。H28-1-3-3 で出題されています。 
 
 
さて、この令和元年の問題の答。 
 
R01 再-1-2-6  正答 ④ 
 
集合 A と B の直積は、A×B という記号で表します。 
例えば、Ａ＝｛１，２｝、Ｂ＝｛３，４，５｝ のとき、 
 
A×B = {（１，３），（１，４），（１，５），（２，３），（２，４），（２，５）} 
 
となります。 
 
A の要素と B の要素を 1 つずつ取ってきて作ったペアをすべて集めた集合です。 
集合 A の各元に対して，集合 B の元がただ１つ対応する規則 f が定まっているとき、こ
の対応を A から B への写像といい，f: A → B で表します。 
例えば、集合 Ａ＝｛ａ，ｂ，ｃ，ｄ｝から集合 Ｂ＝｛０，１｝への写像であれば 
写像 f: A → B は、0 と 1 からなる４個の数字の列 ｆ（ａ）ｆ（ｂ）ｆ（ｃ）ｆ（ｄ） で
表され、そのような列は以下の１６個となります。 



 
  ００００， ０００１， ００１０， ００１０ 
００１１， ０１００， ０１０１， ０１１１ 
  １０００， １００１， １０１０， １０１１ 
１１００， １１０１， １１１０， １１１１ 
 
以上の理解の上にこの問題を解答していくと、 
まず直積集合 A×B は 
 
A×B ＝ {（ａα）（ａβ）（ｂα）（ｂβ）（ｃα）（ｃβ）（ｄα）（ｄβ）} 
 
写像は８個の字数で表される０と１の組み合わせの数だけあるので、２８＝２５６がその
総数となります。 
 
 
 
 
 
 
 
 


